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特集①　新型コロナウイルス感染症と向き合う現場から

【特集に関するお問い合わせ】衛生研究所微生物課☎236･7722、FAX236･8601、市立病院総務課☎308･7111、
FAX308･7153

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
の
受
け
入
れ
と
治
療

　
市
立
病
院
は
感
染
症
指
定
医
療
機
関

と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
感
染
症

指
定
医
療
機
関
と
は
、
特
別
な
感
染
症

の
患
者
の
方
を
治
療
す
る
医
療
機
関
の

こ
と
で
、
市
内
で
は
市
立
病
院
の
ほ
か
、

東
北
大
学
病
院
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
治

療
は
医
師
５
人
、
看
護
師
30
人
で
担
当
。

感
染
症
内
科
の
医
師
の
み
な
ら
ず
、
呼

吸
器
内
科
の
医
師
も
応
援
に
加
わ
り
、

Cコ

ビ

ッ

ド

O
V
I
Ｄ
―
19
チ
ー
ム
と
し
て
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
院
内
対
策
検
討
会
議
を
毎

週
開
催
し
て
情
報
共
有
を
行
い
、
病
院

全
体
で
の
支
援
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
P
C
R
検
査
に
お
い
て
陽
性
が
確
認

さ
れ
た
患
者
の
方
の
病
院
へ
の
入
り
口

や
診
察
室
、
病
棟
等
は
全
て
専
用
と
な

っ
て
お
り
、
一
般
の
患
者
の
方
と
は
動

線
が
交
わ
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
（
下
図
参
照
）。
院
内
に
は
感
染
症

病
床
が
８
床
あ
り
、
室
内
の
空
気
が
外

部
に
漏
れ
な
い
よ
う
、
全
て
の
部
屋
が

気
圧
の
低
い
陰
圧
部
屋
と
な
っ
て
い
ま

す
。
病
棟
で
は
、
医
師
・
看
護
師
は
常

に
防
護
具
を
着
用
し
て
お
り
、
食
事
も

使
い
捨
て
の
容
器
に
入
れ
て
提
供
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
有
無
を
判
定

　
市
民
の
健
康
と
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、
感
染
症
を
は
じ
め
、
大
気
、
水
質
、

食
品
衛
生
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
を

行
っ
て
い
る
衛
生
研
究
所
。
P
C
R
検

査
は
、
県
内
の
複
数
の
機
関
で
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
市
内
の
帰
国
者
・
接
触

者
外
来
等
で
採
取
さ
れ
た
検
体
は
、
原

則
と
し
て
衛
生
研
究
所
で
検
査
し
て
い

ま
す
。

　
P
C
R
検
査
で
は
、
鼻
の
奥
を
拭
っ

た
粘
液
や
唾
液
か
ら
遺
伝
子
を
抽
出
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
有
の
遺
伝
子

を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
で
感
染
の
有
無
を

調
べ
ま
す
（
下
図
参
照
）。
衛
生
研
究

所
で
は
、
検
体
数
に
応
じ
て
３
～
８
人

の
職
員
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
多
い
と
き

に
は
１
日
で
１
０
０
件
を
超
え
る
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
体
を
取
り
扱
う

際
は
、
防
護
具
を
着
用
し
た
上
で
、
空

気
が
外
部
に
漏
れ
な
い
エ
ア
フ
ィ
ル
タ

ー
内
で
作
業
を
実
施
。
正
確
な
判
定
と

二
次
感
染
の
防
止
の
た
め
、
細
心
の
注

意
を
払
い
な
が
ら
一
つ
一
つ
の
作
業
を

進
め
、
翌
日
ま
で
に
は
結
果
を
保
健
所

に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
感
染
を
早
期
に
発
見
し
、
拡
大
を
防

ぐ
た
め
、
万
全
の
体
制
で
検
査
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

な
ど
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
。
患
者

の
方
に
も
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
病
室
か

ら
出
な
い
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
看
護
師
長
は
「
感
染
し
た
こ
と

で
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
落
ち
込
ん
で
し
ま
う

患
者
さ
ん
も
い
る
の
で
、
精
神
的
な
ケ

ア
も
大
切
で
す
。
一
人
一
人
に
寄
り
添

っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
す
。

仙台市・宮城県の健康電話相談窓口（コールセンター）☎211･3883、211･2882（24時間受け付け）
※聴覚や言語に障害のある方の相談はFAX211･3192でも受け付けています

仙
台
市
衛
生
研
究
所

仙
台
市
立
病
院

安
心
し
て
ご
来
院
く
だ
さ
い

　
市
立
病
院
で
は
、
院
内
感
染
を
防
ぐ

た
め
、
特
別
な
場
合
を
除
い
て
入
院
患

者
と
の
面
会
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
来
院
の
際
は
入
り
口
で
検
温
と
手

指
の
消
毒
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
等
に
つ
い
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
守
る
た
め
、

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
診
療

を
続
け
て
い

ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご

来
院
く
だ
さ

い
。

PCR検査の流れ

②検体の前処理
検体に薬品を入れて攪

かく
拌
はん
し、

ウイルスを完全に死滅させま
す

③遺伝子の抽出
検体を専用の機械に入れ、不
純物を除去して遺伝子を抽出
します

④遺伝子の増幅
抽出した遺伝子に新型コロナ
ウイルス特有の遺伝子を増幅
させる試薬を混ぜ、専用の機
械で遺伝子が増幅していくか
どうかを確認します。増幅が
確認された場合は、陽性と判
定します

①検体の受け付け
３重に梱包された容器から検体を取り出し、保健所
から送付された名簿と検体に記載された氏名が一致
しているか等を、複数人で確認します

正確かつ迅速に
PCR検査を実施します

　PCR検査の実施に当
たって特に心掛けてい
ることは、正確に判定
結果を出すということ
です。一方で、スピー
ドも大切です。新たに
導入した遺伝子の抽出
と増幅をまとめて行うことができる機械も活用し
て、より迅速な検査の実施を目指します。
　これからインフルエンザのシーズンがやってき
ます。新型コロナウイルス感染症とインフルエン
ザの自己判断は難しいので、もし、発熱や咳、倦

けん

怠
たい

感等の症状が現れたら、ためらわずにかかりつ
けの医療機関または、仙台市・宮城県の健康電話
相談窓口に、まずはお電話でご相談ください。早
期の感染発見はクラスターの発生を未然に防止す
ることにもつながります。
　大切な人の命を守るため、手洗いやマスクの着
用など感染予防にご協力をお願いいたします。

衛生研究所・勝見正
まさ
道
のり
所長

新型コロナウイルス感染症患者
受け入れの流れ

①感染症専用入口から院内へ
PCR検査において陽性が確認さ
れた方は、感染症専用入口から
院内に入ります

②医師の診察
専用入口のすぐ近くにある感染
診察室で、医師による症状の確
認を行います

③肺炎の有無の確認
新型コロナウイルス感染症の影
響により、肺炎を発症していな
いかを確認するため、胸部エッ
クス線検査と必要に応じてCT
スキャンを行います

④感染症専用病棟へ
入院が必要と診断を受けた場合
には、専用エレベーターで感染
症専用病棟に直行します

　これまで市立病院で
治療してきた新型コロ
ナウイルス感染症の患
者の方々が、元気に回
復されたということを
何よりうれしく思いま
す。院内感染もなく治
療してこられたことは、職員全員の誇りです。
　市民の皆さまからは、たくさんの支援や温かい言
葉をいただいており、本当にありがたく思います。
八本松小学校の皆さまからいただいた寄せ書きは廊

市民の皆さまの温かい言葉を励みに
全力で治療に取り組んでいます

下に張り出しており、いつも
勇気をもらっています。一方
で、感染された方や周りの方
への差別もあると伺います。
誹
ひ

謗
ぼう

中傷は決して行わないよ
う、強くお願いいたします。
　今後もスタッフ一同、一生懸命治療やサポートに
当たってまいります。

市立病院・奥田光崇院長

▲八本松小学校の児童
による寄せ書き

▲防護具は、患者一人
の対応ごとに、毎回交
換しています

向き合う現場から
　新型コロナウイルス感染症対応として、「PCR 検査」や「感染症指定医療機関での治療」という
言葉をよく耳にしますが、これらはどのように行われているのでしょうか。日々、緊張と責任感
を持って最前線で対応している仙台市衛生研究所と仙台市立病院の現場の様子をお伝えします。

新型コロナウイルス感染症と

▲入り口のサーマルカ
メラで検温しています


